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を出発物質として化学気相輸送法によって得 られた単結晶のCr濃度Ⅹは,0, 0.01, 0.05,
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吉 武 仲 之
乱流発生に対する quadraticmodelのように一次元差分系は,力学系の新 しい性質の発見や
理解に役立っ ｡ quadraticmodelの nonchaosから chaos-の転移や chaosの発達は,周期
軌道の発生の仕方と強く結びついていると考えられる｡
quadraticmodelやそれの直線近似したテント変換は, Sharkovskiの順序によって,不連続
な一次元差分系であるβ変換はTakahashi順序によって,周期軌道の発生の仕方は,支配され
ている｡
そこで,安定な2周期軌道からchaos-転移 し,Sharkovskiや Takahashi順序とは別の順
序をもった一次元差分系について, chaosの発達やパワースペクトラムの変化をその順序によ
る周期軌道の発生と関連させて調べた｡
周期軌道?中で最後に消えるタイプの周期軌道を minimalorbitというが,この一次元差分
系においては,不変密度 ･自己相関関数 ･パワースペクトラムの変化から次のことが期待され
る｡
(1) カオスの発達の仕方は,周期軌道の発生の仕方とその周期軌道の性質による｡即ち,順
序関係と minimalorbitのタイプに支配されている｡
(2)転移点支傍において,2周期を除いた最小の周期の minimalorbitの近傍に相似性が成
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